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研究発表要旨

A  Word  Childにおける Hilaryの道徳観について

石　本　弘　子

この作品を読めば読者は主人公 Hilaryの道徳
観について考えさせられる。恵まれない育ちで
あったとは言え、Hilaryの行動や言動には常識で
は理解できない点が数多くある。
彼は少年時代には悪名高い不良で、自暴自棄
になっていた時に教師 Osmandと出会う。先生
のおかげで Hilaryの言語の才能が開花し、つ
いに Oxfordに進学するに至る。Oxfordで学友
Gunnarの妻 Anneに恋して、想いが受け入れら
れ密会をするようになる。やがて Anneが別れ話
を持ち出した際に、妊娠しているお腹の赤ちゃ
んが夫 Gunnarの子供であることを知る。逆上し
た Hilaryは Anneを乗せた車で暴走し、交通事故
を起こし、自分は助かるが、Anneは亡くなって
しまう。Hilaryは Gunnarに謝罪もせず、Gunnar
の存在を打ち消して、過去はもはや存在しないと
述べている。

Hilaryの 妹 Crystalに つ い て 考 察 し た い。
Crystalは Anneが亡くなった夜、Gunnarを慰め
るために彼にバージンを捧げていたが、時が来る
まで誰にも打ち明けずに秘めておく強さを持っ
ていた。Crystalは傷ついた人の心を癒す奇跡的
な力を持っている。道徳的に見本となる人物だ。
次に Arthurについて述べたいと思う。Anneが
亡くなった事件の数年後に Hilaryの職場の所長
として Gunnarが赴任することになる。Hilaryは
パニックに陥り、もう自分独りでは抱え込めず
に Crystalの婚約者 Arthurに打ち明けることにす
る。Arthurは追い詰められた Hilaryの最良の聞
き手であると同時にMurdochの代弁者の役割を
果たしている。
さらに、Hilaryの罪は許されるのかを考えてみ

たい。Murdochは「自分が悪くないと思ってい
ない人はあまりにも特別な境遇にあるので、自分
が他人に可能な限り大きな害をもたらすことを
やめることができない」と述べている。Hilaryは

正にこの立場であり、Anneの死や Gunnarの苦
しみに対して罪は感じているが、自己憐憫をかき
たて自己正当化している。許すことは神の力がな
いと不可能であるので、神を信じていない Hilary
は許されない。そして、Hilaryのために神の不在
は彼の罪を背負う身代わりになった。これは宗
教的な信念を捻じ曲げていて、道理に反してい
る。Hilaryが宗教観を持てなかったことについて
考えてみたい。「宗教を会得するための唯一の方
法は小さい子供の時に教えられることだ。それを
呼吸するみたいに吸い込まなければいけない」と
Murdochは条件を示している。Hilaryには宗教
やクリスチャン魂を会得する機会もなく、生まれ
ついての宗教的な魂も持ち合わせていなかったの
で、必要性を感じていたとしても、神を信じるこ
とができずに罪を許されなかった。
最後にMurdochがなぜ Hilaryのような人物を
主人公として描いたかを述べたいと思う。この小
説は、Hilaryが劣等感を克服するのに役立ったか
もしれない温和で愛情に満ちた保障を提供してい
た宗教的な信仰が20世紀に低下したことを知らせ
ている。Hilaryは宗教心を持ち合わせてなかった
が、人々の宗教心が希薄になってきていることを
Murdochは指摘している。さらに、この小説の
中心にある衝突は Hilaryと Gunnarの階級差であ
る。優位な立場から下の者に慈悲を与えるような
気持ちが Gunnarにあったことを Hilaryが本能的
に感じ取っている。また、Murdochの Hilaryに
対する感情は Big  Benの moon  faceを用いて表
されている。moon  faceは Hilaryの内なる怒り
と力とそれをかきたてる特権が霧を通して描か
れている。Murdochは彼の喪失や本質、identity、
愛への願望を理解するように読者に求めている。
Murdochは Hilaryにさえも人間性を認めて温か
く見守り、読者にもそうして欲しいと願ったの
だ。また、Hilaryが平凡な不良ではなく、言語の
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習得に優れた才能を持っていたWord　Childで
あったからこそMurdochは魅力を感じたのだ。
Hilaryは階級社会によって不利な立場であったに
もかかわらず努力をして一時的には憧れていた身
分になる。だが、自分の根本にある暴力的な感情
を抑えることができずに失敗する。道徳観の欠乏

によって身を破滅させたのだ。Murdochはこの
ような人物を描くことで単に社会批判をしたので
はなく、彼に魅力があることを訴えている。心理
的な面において熟考されて書かれている作品であ
る。
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Iris  Murdoch  and  The  Tale  of  Genji

Fiona  Tomkinson

The  paper  discusses  Iris  Murdoch’s  fascination  with  Murasaki  Shikibu’s  The  Tale  of  Genji,  
beginning  with  biographical  evidence,  including  her  visit  to  Ishiyama-dera  to  see  the  place  
of  its  composition.

I  then  show  how  passing  allusions  in  Murdoch’s  work  to  The  Tale  of  Genji,  including  
the  famous  cat-stealing  episode,  witness  to  her  continuing  engagement  with  the  work  and  
go  on  to  discuss  the  similarities  between  the  psychology  of  the  protagonists  in  The  Tale  
of  Genji  and  that  of  Murdoch’s  characters.

The  major  points  of  comparison  are  that  of  the  complications  of  multiple  erotic  
relationships,  the  pains  of  jealousy  and  frustrated  love  and,  above  all,  the  tendency  of  
characters  to  find  substitutes  for  lost  love  objects.  Centuries  before  Freud,  Murasaki  
Shikibu  shows  us  how  Genji  seeks  a  substitute  for  his  dead  mother  in  the  person  of  
Fujitsubo,  whom  his  father  the  Emperor  has  married  due  to  her  resemblance  to  her  –  
thwarted  in  this  forbidden  relationship  （though  not  before  he  has  impregnated  his  father’s  
wife）  he  then  finds  a  substitute  for  her  in  her  ten-year  old  niece  Murasaki,  though  he  
must  wait  for  her  to  grow  up.  Meanwhile,  he  is  involved  in  a  string  of  other  substitutive  
satisfactions,  losses  and  abandonments  which  have  close  parallels  with  the  girouettes  
d’amour  which  Murdoch  gives  us  in  her  novels.  The  theme  of  abandoning  the  world  in  
The  Tale  of  Genji  also  has  links  with  this  recurring  trope  in  Murdoch’s  novels. 

Finally,  I  discuss  specific  passages  in  The  Black  Prince  and  The  Sea,  the  Sea  which  
correspond  to  episodes  in  Genji  –  the  Yugao  episode  and  Genji’s  exile  at  Suma  and  
Akashi.


